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9歳男子 9歳女子

体力の変化（跳ぶ：立ち幅跳び）

子どもの体力や身体活動の現状

令和7年度体力・運動能力調査（2026）
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9歳男子 9歳女子

体力の変化（投げる：ボール投げ）

子どもの体力や身体活動の現状

令和7年度体力・運動能力調査（2026）
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運動やスポーツをすることは好きですか（小学5年生女子）

一週間の総運動時間

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2025）より作成
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中学校でも運動やスポーツをする時間を持ちたいと思う （小学5年生女子）

令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2025）より作成

一週間の総運動時間
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発育とは...
身体のサイズが大きくなること
→身長、体重など
→月齢による影響が大きい

発達とは...
身体の機能が向上すること
→走る、跳ぶ、投げるなど
→運動経験による影響が大きい

幼少期は、ぎこちなく無駄の多い動作から、合理的・合目的
的な動作へと洗練されていく。

幼少期は、発育発達の個人差が大きい。

※タイムや距離に基づく量的な測定結果は、

からだの大きさに強く影響を受ける

子どもの発達特性〜発育発達の個人差と動きの質〜
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大人 子ども

興味関心必要性

偶発的意図的

体験的、試行錯誤的体系的、系統的

総合的領域限定的

子どもは小さな大人ではない！

大人と子どもの学習の仕方の違い

⽇本スポーツ協会（2020）

運動・スポーツをした理由

87.8 

65.9 

52.5 

40.3 

27.0 

26.5 

21.4 

20.9 

19.6 

15.3 

0 20 40 60 80 100

楽しいから

好きだから

上⼿くなりたいから

からだを動かしたいから

練習をしたいから

友だちに誘われたから

⾃分の得意なことをやりたい…

勝ちたいから

みんなで集まりたいから

親にすすめられたから

笹川スポーツ財団（2021）
（％）

13

14



15

16



17

18



＜⽣後〜幼少期＞
脳、神経系器官の発達が著しい
→認知機能の発達

脳の発達を⽀え創造⼒を豊かにする
→運動の刺激によって脳が発達する。結果として、勉強の効率もアップする。
→運動は、脳の運動制御機能や知的機能の発達促進に有効である。
→遊び⽅を⼯夫することで、創造⼒が育まれる。

楽しいからこそ “⼯夫する”

子どもの発達特性

※⾝体活動・運動・体⼒の現状と問題点
・からだを動かす遊びの減少
・からだの操作が未熟な幼児の増加
・⾃発的な運動機会の減少
・からだを動かす機会の減少
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※⾝体活動・運動・体⼒の現状と問題点
・からだを動かす遊びの減少
・からだの操作が未熟な幼児の増加
・⾃発的な運動機会の減少
・からだを動かす機会の減少

基本的な動きの獲得︓動きの多様化
→多様な動きを経験した結果として、様々な動きを獲得し⾝につける
→動きのレパートリーを増やす（⽣活動作、危機回避、スポーツ）
からだを動かす遊びは、いろいろな動きの組合せにより成り⽴つ

子どもの発達特性
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女子の運動有能感（因子別）
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